
 

令和５年度  

青少年国際交流を通して国際社会や地域社会への貢献を考えるつどい 

九州ブロックイベント in 大分 事前配布資料 

 

   【日時】 12月３日（日）  

第１部 13:00-15:50  

第２部 16:00-17:00    

 

【会場】  ホルトホール 〒870-0839大分市金池南一丁目５番１号 

（http://www.horutohall-oita.jp） 

http://www.horutohall-oita.jp/
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【1】 開催趣旨 

内閣府、地方公共団体等が実施した青少年国際交流事業の既参加者、国際交流に関心のあ

る青少年等が、社会活動に取り組むために必要な知識と意欲を高め、情報交換を行うととも

に国際社会や地域社会への貢献を考えることにより、それぞれの活動を通じて、次世代の人

材育成、地域の国際交流及び国際親善の促進に寄与することを目的とする。本ブロックイベ

ントは、内閣府青年国際交流事業参加後の青年の事後活動研修を兼ねる。 

【2】 テーマ ⼤分での「船を使った⻘少年育成」と「外国⼈の暮らし」 

大分県には、1980 年から 40 年以上続く「大分県少年の船」事業があります。この事業は、

現在の内閣府青年国際交流事業「世界青年の船」事業の前身である、「青年の船」事業に参加し

た日本青年国際交流機構（IYEO）会員が事後活動の一環として大分県と協力して立ち上げに

携わったものです。平松元大分県知事や広瀬前大分県知事も参加して、小学生、中学生や高校

生と共に乗船し、大分県の青少年育成を担ってきました。全国各地で船を用いた事業が廃止さ

れる中で、大分県では船事業が脈々と根付き、コロナ禍を経て航空機を用いた事業へとさらに

発展しています。大分県で進化を遂げている船事業を通じた青少年育成について皆さまと語

り合うこの貴重な機会が、改めて今後の船事業や青年国際交流事業について考える新たな一

歩となることを願っています。 

 

【3】 スケジュール 

１２月３日（日曜日） 

    12:30～13:00 受付 

    13:00～13:05 開会式（ホルトホール大会議室） 

13:05～13:20 内閣府青年国際交流事業説明（ホルトホール大会議室） 

    13:20～14:20 全体会・基調講演（ホルトホール大会議室） 

14:35～15:35 分科会（ホルトホール大会議室・３０１会議室・３０４会議室） 

   15:40～15:50 第１部 閉会式（ホルトホール大会議室） 

15:50～16:00 第２部 受付 

    16:00～16:05 第２部 開会式（ホルトホール大会議室） 

    16:05～16:20 日本青年国際交流機構（IYEO）の活動報告 

      16:20～16:40 ワールドカフェ方式での事後活動交流 

  16:40～16:55 「地域理解お土産マルシェ」 

16:55～17:00  第２部 閉会式 
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【4】 プログラム 

＜第 1部＞ 

◆「内閣府青年国際交流事業説明」：内閣府 青年国際交流担当室 国際企画担当 

参事官補佐 伊藤 慶矢 

基調講演に先立ち、内閣府の担当職員より内閣府青年国際交流

事業の概要説明を行います。 

 

 

 

◆ 基調講演 

「少年・青年が成長する時に出会う２種類の人 

～青年ボランティアと共に活動して見えてきたこと～」 

「大分県少年の船」事業において、船を用いた青少年育成につい

て、アドバイザーとして乗船し、多くの子どもたちを見守ってきた

高見氏より、「大分県少年の船」事業や青年ボランティアの経験に

ついて講演をしていただきます。 

講師：高見大介 氏 （日本文理大学 人間力育成センター センター長） 

◆ 分科会 

分科会 A 『「世界青年の船」事業リレートーク」』 

内容：新たな「世界青年の船」事業（SWY）が実施されているなか

で、新しい SWY の既参加青年の事業報告と共にこれからの

SWY について発信します。コロナ禍前までは SWY は船での

活動があってこそでしたが、今までとは違う「オンライン

やハイブリッドの SWY」という貴重な経験をしている青年

たちからの未来の新しい SWYの可能性について、新たな視

点で SWYを深堀しましょう。 

 

発表者： 

２０２１年度『「オンライン世界青年の船」事業』参加青年    

２０２２年度『「ハイブリッド世界青年の船」事業』参加青年 

 



4 

 

分科会 B「大分に暮らす外国ルーツの子どもの暮らし」（定員２４名） 

内容：海外から大分にやってきた外国にルーツを持つ子ども

たちへの就学前、また初等教育における日本語の支援

や、彼らのアイデンティティを守るための活動など、

子どもたちの豊かな学びのために、地域に住む私達が

できることを一緒に考えます。 

ファシリテーター：ジョーンズ佳世子 

立命館アジア太平洋大学職員大分県 IYEO 会員 

 

分科会 C「大分で働く外国人技能実習生の現状」（定員１６名） 

内容：外国人技能実習生を活用している介護施設において、

コロナ禍を経て海外からやってきた技能実習生らの

働く現状と課題を語り合います。 

講師：宮崎幸男 

特別養護老人ホーム 日田園理事長 

大分県 IYEO副会長 

 

 

＜第２部＞ 

◆ 事後活動交流会（内閣府青年国際交流事業＆日本青年国際交流機構（IYEO）活動報告、

ワールドカフェ方式での事後活動交流、「地域理解お土産マルシェ」） 

    コロナ禍を経て久しぶりに対面で開催されるブロックイベントであることから参 

加者同士がひざを突き合わせて密に語り合える交流会を開催します。全国に活動 

拠点を持つ事後活動組織である IYEOのネットワークを活かして、内閣府青年国際交 

流事業やそれぞれの地域での事後活動についての有意義な最新情報を共有すると 

ともに参加者が持ち寄った各地のお土産で交流する「地域理解お土産マルシェ」を開 

催し、集まった売り上げは IYEOの活動資金として寄付する予定です。 
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【5】 主催・後援・主管 

＜第１部＞ 

主催：内閣府 

共催：日本青年国際交流機構、大分県青年国際交流機構 

運営事務局：(一財)青少年国際交流推進センター 

九州ブロックイベント第１部実行委員会 

後援：大分県（予定） 

 

＜第２部＞ 

主催：大分県青年国際交流機構（開催都道府県 IYEO）、日本青年国際交流機構、 

(一財)青少年国際交流推進センター 

運営事務局：九州ブロックイベント第２部実行委員会 

後援：大分県 （予定） 

協力：内閣府 

 

【6】 参加者アンケート 

本日はご参加いただき、誠にありがとうございました。 

本イベント閉会後、下記アンケートのご記入にご協力ください。 

 

       https://forms.gle/51n3aTdsmqG3dhPK6 

 

【参加者アンケート回答用 QRコード】 
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～MEMO～九州ブロックイベント（大分県） 

 


